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□
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□
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□
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□
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□
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□
□
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□
□
□
一
、
補
充
教
材
「
発
掘
」
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
補
充
教
材
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
は
こ
う
説

明
し
て
い
る
。（02

年
９
月20

日
「
個
に
応
じ
た

指
導
に
関
す
る
指
導
資
料
」
よ
り
）
□
□
□
□
□

「
補
充
的
な
学
習
と
は
、
子
ど
も
の
理
解
や
習
熟

の
状
況
等
に
応
じ
、
学
習
指
導
要
領
に
示
す
基
礎

的
・
基
本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
た
め

に
行
う
学
習
指
導
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
学

習
の
遅
れ
が
ち
な
子
ど
も
に
対
し
て
は
十
分
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
□
□
□
□
□

□
私
は
昨
年
ま
で
２
年
生
を
担
任
し
て
い
た
が
、

低
学
年
を
担
当
す
る
の
は
、
こ
れ
が
２
回
目
と
な

る
。
２
年
生
算
数
で
「
基
礎
・
基
本
的
事
項
を
１

つ
上
げ
よ
」
と
言
わ
れ
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
教
師

が
「
か
け
算
九
九
」
を
上
げ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。 

中
・
高
学
年
を
担
任
し
て
い
る
と
、
乗
除
の
筆

算
指
導
で
九
九
を
完
全
暗
記
し
て
い
な
い
子
や
繰

り
上
が
り
・
繰
り
下
が
り
の
暗
算
が
で
き
な
い
子

に
出
く
わ
す
。
こ
れ
は
、
前
述
の
「
学
習
の
遅
れ

が
ち
な
子
ど
も
」
に
相
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
子
へ

の
補
充
学
習
に
相
当
な
労
力
を
費
や
さ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
当
該
学
年
の
指
導
も
並
行
し
て
指
導
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

今
、
低
学
年
を
担
任
し
て
、
実
践
し
て
い
る
こ

と
は
次
の
こ
と
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

□ 
  

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

例
え
ば
、
九
九
の
学
習
以
前
に
九
九
に
親
し
ま
せ

て
お
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
後
で
補
充
指
導
す

る
よ
り
か
、
指
導
が
楽
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
、
気
軽
に
使
え
る
効
果
抜
群
の
教
材
「
発

掘
」
が
必
要
と
な
る
。
私
は
１
学
年
４
ク
ラ
ス
以

上
の
学
校
で
の
低
学
年
担
当
を
経
験
し
て
い
る
の

だ
が
、（
低
学
年
担
任
の
経
験
豊
富
な
）
ベ
テ
ラ
ン

教
師
が
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
九
九
の
暗
唱
Ｃ

Ｄ
を
使
用
し
て
い
る
シ
ー
ン
を
見
た
こ
と
が
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
、
や
は
り
学
校
全
体
と
し
て
の
問

題
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
私
が
利
用
し
て
い
る
の

は
、
「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
の
９
９
の
う
た
」
（
Ｂ
Ｍ
Ｇ
ビ
ク

タ
ー
）
と
い
う
Ｃ
Ｄ
だ
。
こ
れ
を
算
数
の
時
間
の

導
入
や
朝
自
習
の
時
間
に
１
ヶ
月
程
聞
か
せ
て
お

く
と
、
夏
休
み
前
ま
で
に
ほ
ぼ
百
％
暗
唱
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。 

□
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
簡
単
な
こ
と
が
教
員
間
に

伝
達
さ
れ
て
い
か
な
い
の
か
、
一
重
に
校
内
研
修

が
威
力
を
発
揮
し
て
い
な
い
証
左
で
あ
ろ
う
。
そ

授業研究２１ ４月号 
５．補充・発展教材開発の校内研修課題 
②「e-ラーニングという、これからの課題」 
勤務先：熊本市立出水南小学校 教諭 
名前：村上浩一 

後
手
の
補
充
指
導
か
ら
先
手
の
補
充
指

導
へ
。 



の
一
方
で
、
ベ
テ
ラ
ン
教
師
は
私
の
よ
う
な
低
学

年
新
米
担
任
が
知
ら
な
い
よ
う
な
「
持
ち
札
」
を

隠
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
校
内
研
修
が
必
要

で
あ
る
。 
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□
□
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□
□
□
二
、
補
充
教
材
「
開
発
」
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
算
数
科
で
繰
り
上
が
り
や
繰
り
下
が
り
の
計
算

指
導
で
は
、
よ
く
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
用
い
ら

れ
る
。
最
近
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
紙
で
は
な
く

デ
ジ
タ
ル
型
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
も
盛
ん
に
な

っ
て
き
た
。
私
も
、
フ
ラ
ッ
シ
ュM

X

と
い
う
ソ

フ
ト
で
「
電
子
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
」を
作
成
し
、

自
分
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公
開
し
て
い
る
。 

http://w
w

w.interq.or.jp/earth/kouaki/

（
「
ザ
・
教
室
」
か
ら
入
る
☟
下
の
写
真
） 

最
近
の
校
内
研
修
会
で
は
、
こ
の
こ
と
を
伝
え

て
い
っ
た
。
保
護
者
に
も
伝
え
て
あ
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
環
境
に
あ
る
家
庭
で
は
、
家
庭
学
習
で

利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
又
、

こ
れ
ら
の
教
材
が
あ
れ
ば
、
学
校
で
も
文
部
科
学 

           
省
の
言
う
「
個
に
応
じ
た
」
補
充
指
導
が
可
能
と

な
っ
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
学
習
環
境
に
あ
っ
て

は
、
学
校
は
積
極
的
に
家
庭
に
対
し
て
も
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
教
材
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、e-

ラ
ー
ニ
ン
グ
で
あ

る
。
そ
の
た
め
の
校
内
研
修
も
必
要
だ
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
作
成
ソ
フ
ト
の
使
い
方
や
ど
の
よ
う
な

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
て
い
く
か
と
い
う
研
修
だ
。
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□
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□
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三
、
発
展
教
材
「
開
発
」
□
□
□
□
□
□
□ 

 
□
文
部
科
学
省
は
、
発
展
教
材
を
こ
う
説
明
し
て

い
る
。（
前
述
同
指
導
資
料
よ
り
）
□
□
□
□
□
□

「
発
展
的
な
学
習
と
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
す

内
容
を
身
に
付
け
て
い
る
子
ど
も
に
対
し
て
、
学

習
指
導
要
領
に
示
す
内
容
の
理
解
を
よ
り
深
め
る

学
習
を
行
っ
た
り
、
さ
ら
に
進
ん
だ
内
容
に
つ
い

て
の
学
習
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
の
学
習
指
導
で

あ
る
」
と
し
、「
学
年
の
目
標
や
内
容
の
趣
旨
を
逸

脱
し
た
り
、
児
童
の
負
担
過
重
と
な
っ
た
り
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
に
」
と
言
及
し
て
い
る
。 

□
こ
こ
で
は
、
私
が
開
発
し
たe-

ラ
ー
ニ
ン
グ
に

つ
い
て
説
明
を
し
た
い
。
試
案
と
し
て
モ
デ
ル
を

作
成
し
た
の
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。
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□
□
□
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□
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□
学
習
指
導
要
領
解
説
「
社
会
編
」（
文
部
科
学
省
）

に
よ
る
と
、
学
習
内
容
の
一
つ
「
通
信
な
ど
の
産

業
」
に
つ
い
て
、
「
放
送
、
新
聞
、
電
信
電
話
な
ど

の
中
か
ら
一
つ
を
取
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
」
と

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
私
が
調
べ
た
教
科
書
５
社

に
よ
る
と
、
４
社
（
大
阪
書
籍
・
日
本
文
教
出
版
・

教
育
出
版
・
東
京
書
籍
）
は
放
送
局
を
例
と
し
て

取
り
上
げ
、
１
社
（
光
村
図
書
）
の
み
が
新
聞
社

持
ち
札
を
見
せ
合
う
「
発
掘
型
」
校
内
研

修
会
を
。 

学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
補
充
・
発
展

教
材
を
提
供
し
て
い
く
校
内
研
修
会
を
。 

遠
隔
学
習
シ
ス
テ
ム
：
小
学
５
年
社
会
「
私

た
ち
の
く
ら
し
と
情
報
」 



を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
熊
本
市
は
東

京
書
籍
を
採
用
し
て
い
る
の
で
、
放
送
局
は
学
習

し
て
も
新
聞
社
そ
の
他
は
学
習
し
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
発
展
学
習
と
し
て
、
「
放
送

局
」
以
外
の
こ
と
を
学
習
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
た
だ
、
教
科
書
に
な
い
分
、

何
ら
か
の
も
の
（
教
材
や
学
習
資
料
）
が
な
け
れ

ば
、
そ
の
ク
ラ
ス
ば
か
り
の
単
独
の
学
習
に
な
り
、

学
年
全
体
と
し
て
は
広
が
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
、
今
回
開
発
し
た
も
の
は
、
一
人
で
も
学

習
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
遠
隔
学

習
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
担
任
は
、
基
本
的
に
は
パ

ソ
コ
ン
室
で
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
見
守
り
、
質

問
が
あ
っ
た
ら
随
時
支
援
し
て
い
く
と
い
う
形
を

と
る
。
支
援
と
は
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
場
合
も
あ
る

が
、
各
学
習
内
容
や
課
題
に
対
し
て
、
適
切
な
助

言
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し

て
お
け
ば
、
「
個
に
応
じ
た
」
指
導
が
し
や
す
く
な

る
。http://e-learning.3.pro.tok2.com

/ 

こ
れ
は
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
公
開
し
て
い
る
（
右
の
ア
ド
レ
ス
）
の

で
、
家
庭
で
も
継
続
し
て
学
習
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
なe-

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
構
築
す 

る
校
内
研
修
の
在
り
方
は
ど
う
あ
れ
ば
い
い
の
だ 

             

ろ
う
か
。
ま
ず
、
今
回
の
私
の
取
り
組
み
は
、
以

下
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
□
□
□
□
□
□
□
□

①
入
手
可
能
な
教
科
書
を
購
入
し
、
社
会
科
の 

 

指
導
書
を
読
み
、
比
較
検
討
し
た
。 

②
教
育
委
員
会
主
催
の
社
会
体
験
研
修
に
３
日
間

の
新
聞
記
者
体
験
を
し
な
が
ら
、
教
材
開
発
を
行

っ
て
い
っ
た
。（
資
料
収
集
や
ビ
デ
オ
録
画
等
々
） 

③e-

ラ
ー
ニ
ン
グ
関
係
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
や
書
籍

を
読
み
こ
な
し
た
。 

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
ソ
フ
ト
や
簡
単
な
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
（
ジ
ャ
バ
ス
ク
リ
プ
ト
等
々
）
を
学
習

し
て
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
。
□
□
□
□

⑤
園
田
女
子
短
期
大
学
のe-

ラ
ー
ニ
ン
グ
講
座
や

情
報
化
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
講
座
の
体
験
を
活

か
し
て
い
っ
た
。 

⑥
よ
り
よ
き
も
の
を
作
成
し
て
い
く
た
め
、
モ
ニ

タ
ー
を
募
り
、
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
シ
ス
テ

ム
に
還
元
し
て
い
っ
た
。
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
こ
の
よ
う
な
モ
デ
ル
は
作
れ
て
も
、
一
人
で
や

る
の
は
限
ら
れ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
校
内
研
修
で

は
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
っ
た

ら
と
考
え
る
。 

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□ 

 

一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
各
教
師
に
「
教
材
開
発
」

の
視
点
が
刷
り
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
大
が
か
り
の
も
の
ば
か

り
で
な
く
、
簡
単
な
プ
リ
ン
ト
類
で
も
い
い
だ
ろ

う
。
要
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
校
内
研

修
会
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
な
の
だ
か
ら
。
□ 

⑴
学
年
別
か
教
科
別
に
特
別
チ
ー
ム
を
作

成
す
る
。 

⑵
発
展
可
能
な
学
習
内
容
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
す
る
。 

⑶
開
発
可
能
な
も
の
を
絞
り
、
社
会
体
験
研

修
や
長
期
休
暇
等
々
に
お
い
て
教
材
研

究
・
開
発
を
行
っ
て
い
く
。 


